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【ハンズネクスト】
9 月と 10 月に 3 回の「多言語による高校進
学ガイダンス」（以下、ガイダンス）を開催しま
した。9月 16 日に真岡市で開催予定であったガ
イダンスは、台風の影響で中止せざるを得ませ
んでした。本当に残念でした。多くの参加者が
見込まれていただけに、なおさらです。ガイダ
ンスは、数十人の関係者・協力者で準備・実施
する一大イベントです。10 月 27（日）に本学で
開催されたガイダンスの参加者・協力者は 5ペー
ジにあるように、52 名でした。真岡市開催に向
けて準備にあたった全員が中止の決定に落胆し
たと思いますが、安全面を考慮しての苦渋の判
断でした。日程の決定は数か月前に行うので致
し方ないですが、何もこんな時に来てくれなく
ても・・が実感でした。それにしても、今年は
大型の台風で甚大な被害が出た年でした。亡く
なられた方へのご冥福と被害にあわれた方への
お見舞いを申し上げます。
那須塩原市と栃木市で開催されたガイダンス
の様子については、那須塩原市教育委員会学校
教育課指導主事の山本幸子先生と栃木市教育委
員会学校教育課指導主事の藤間亮子先生にご寄
稿（7 ページ）いただくとともに、簡潔なまと
め（6ページ）を載せました。本学でのガイダン
スも含め、大変盛況であり、ガイダンスの意義
や必要性をひしひしと感じることになりました。
ガイダンスが始まってしまうとあまり自分の出
番はないので、「挨拶くらいは少し工夫」をと思
い、栃木市のガイダンスでは中国語、スペイン語、
ポルトガル語、タイ語、フィリピン語で「こん
にちは」と「有難う」を言ってみました。加えて、
閉会前に言語別のテーブルからそれぞれの言語
で感想を言ってもらいました。多言語が飛び交
う時空間は、何かエキサイティングでもありま
す。ご協力いただいた皆様に改めて感謝申し上
げます（来年もやりま～す！！）
10 月 15 日（月）に今年度第二回目の「外国人
児童生徒・グローバル教育推進協議会」が開催
されました。今回も、栃木県教育委員会事務局
学校教育課小中学校教育担当指導主事の石渡美
穂様を始め、県内各地の教育委員会指導主事の
先生方や小中学校長にお集まりいただきました。
多くの時間を次年度から開始となる「特別の教
育課程による日本語指導」にあて、情報・意見
交換をしました。次年度より開始される「特別
の教育課程による日本語指導」に関して、何が
どうなるのか、何をどうすれば良いのか、不安
を感じている関係者は多いと思います。当日も
様々な疑問や意見が出されました。12 月 7 日の
フォーラムでは、この問題をオープンに議論し
ようと思い、文科省に協力依頼をしていました
が、文科省初等中等教育局国際教育課の方にご
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参加いただけることとなりました。第二部「特
別の教育課程による日本語指導の開始に向けて」
でご説明いただく予定です。オープンな場でこ
のようなお話を伺える機会はほとんどないと思
います。質疑応答の時間も設けているので、特に、
学校・教育行政関係者の方には是非ご参加いた
だきたいと思います。
学部関連の話になりますが、国際学部では、
今年度より学部構成員の研究成果を国際学叢
書として継続的に刊行して行く方針を立てまし
た。来春刊行予定の叢書は、自分が「地域のグ
ローバル化―外国人児童生徒教育を中心に」と
題するものを準備中です。そこには 4 年間の
HANDS の歩みと成果、課題などを含めるつも
私の名前は、ロドリゴです。ブラジルで生まれま
した。27 才です。愛知県の豊田に住んでいます。
その豊田市で英語の先生をしています。
10 才で日本に来ました。その時、日本語は全く
わかりませんでした。私は、日本語の能力がゼロだっ
たので、みんなから「ばか」とよく言われていました。
先ほどの高校進学ガイダンスの話を、小中学生
のみなさん、興味を持って聞いていましたか？自分
たちがこれが欲しいな、これがないと困るな、と思っ
たら、自分で本気になって選ぶと思います。だから、
この高校ってどんな部活があるの？その高校に行っ
りです。HANDS がスタートしたのは平成 22 年
度ですが、その前数年間は、外国人児童生徒教
育の現状・課題やニーズ把握を主な目的とした
調査研究をしていました。それらのベースがあっ
て HANDS が実現したので、実質的に HANDS
は 9 年近くの歴史を持っています。最初から今
日まで関わってきた唯一の人間が自分なので、
授業ではそのことを強調してHANDS の歴史を
一度話すのですが、学生たちにとってかなり興
味深い話しのようです。HANDS に関わる学生
も広がるとともに、その関わり方もより深まっ
てきているように感じます。HANDS は何をな
すべきか、何が出来るのか、皆様と一緒に考え
ていきたいと思っています。
たら、どんな勉強ができるの？ということを自分で
考えると、楽しそうな学校を選べるんじゃないかな。
僕のお父さんがある日、汚い作業着を着て帰っ
てきて、「ロドリゴ、お前もこうなりたいのか。汚い
作業着を着て、仕事したいのか？」と言いました。
僕は、「いやだ」と答えました。「じゃあ、お前の
今の仕事は何だ？」と言われ、「勉強かな」と答
えました。学校に行って、勉強する一番の理由は、
今学校に行って学ぶことがあとでそれが君たちの
ご飯になる、君たちが欲しいかっこいいバイクにな
る、車になる、フットサル場付きの家になるから、
だと思います。
仕事をしていると単調な毎日だな、仕事に行きた
くないな、と思う日もあります。でも、学校に行くと、
部活ではサッカーを、授業では英語を教えていて楽
しいですし、学活の時間では学級の子どもたちと
たくさん遊べて楽しいです。だから、給料はあまり
高くなくても今の仕事には大満足です。
みんなは、どんな夢を持っているかな。今、大
多言語による高校進学ガイダンス（10月27日、本学にて）
｢夢を持とう、人生は自分次第！｣
伊木ロドリゴ（豊田市立保見中学校教員）さんによる体験談発表より
